
令和３年度 第３回安城市特別職報酬等審議会議事録（要旨） 

日 時 令和３年１２月１６日（木）            

午後１０時から午前１１時まで       

     場 所 市役所本庁舎３階 大会議室         

     出席者（委 員）渥美委員以外出席         

        （事務局）企画部長、総務部長、人事課長、人事課松元補佐         

       

事務局   ただいまから第３回安城市特別職報酬等審議会を開催いたします。なお 

本日の審議会でございますが、ご都合により渥美委員はご欠席でございます 

ので、報告させていただきます。では、はじめに、会長から挨拶をお願いし 

ます。 

 

会 長   みなさま、こんにちは。本日はお忙しい中、第３回の審議会にご出席いた 

だきまして、ありがとうございます。さて、これまで２回の審議会を開催い 

たしまして、当審議会の答申案もまとまってまいりました。第２回の議事要 

旨も配付させていただいて、ご覧いただいたかと思います。本日は第３回の 

安城市の特別職報酬等審議会ということで、第１回、第２回の審議会の結果 

を踏まえ、答申（案）についてご審議いただき、ご決定のうえは、市長に答 

申してまいりたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いします。 

 

事務局   ありがとうございました。議事の取り回しを会長にお願いいたします。 

 

会 長   議事に入ります。議事の（１）特別職の報酬等の答申案について、審議を

いたします。第２回の審議会の結果を踏まえまして、皆さまには事前に答申

案を作成し、ご送付いたしました。各委員からのご意見やその後に修正があ

りましたら、事務局から説明をお願いします。また、確認の意味で全文の朗

読をお願いします。 

 

事務局    ＜修正内容を説明後、答申案の朗読＞ 

    

会 長   朗読いただきありがとうございました。何かご質問又はご意見がござい 

ましたらご発言願います。 

 

 委 員    ＜意見等なし＞ 

         

 

会 長   それでは、この案を持ちまして答申とすることに賛成の委員は挙手をお願 

いします。 



        委員の挙手＜全員賛成＞ 

 

会 長   ありがとうございました。それでは、全委員のご支持をいただきました 

ので、本審議会はこの案を答申といたします。 

 

事務局   どうもありがとうございました。答申案の決定をしていただきましたの 

で、答申書の作成を行います。しばらくお待ちください。 

    

＜会長が答申書の内容確認後、会長が押印する。＞ 

＜市長入室＞ 

 

事務局   ただいまから、安城市特別職報酬等審議会会長から答申を行います。ま 

ず、答申を読み上げていただき、その後、市長へ渡していただきます。 

 

会 長   ＜会長が答申書を読み上げる＞ 

 

事務局   ありがとうございました。答申書を会長から市長へお渡しいただきたい 

と思いますので、よろしくお願いします。 

 

        ＜会長から答申書が手渡される＞ 

 

事務局   それでは、答申をいただきました市長からご挨拶をお願いします。 

 

市 長   会長を始め委員の皆様方には、１０月２０日に諮問をさせていただきま 

した特別職の報酬等につきまして、大変お忙しい中、これまで３回に渡っ

てご審議をいただき、誠にありがとうございました。審議にあたりまして

は、社会経済が新型コロナウイルス感染症の影響により極めて厳しい状況

が続いている中での市議会や行政の取り組み、さらに県内各市や人事院勧

告の状況等を考慮しながら、活発に議論を重ねられたとのことです。その

結果として、一定の評価をいただいた上で、感染症による市民や経済など

の影響を考慮された結論として答申をいただきましたので、厳粛に受け止

めさせていただきたいと思います。今後も安城市政発展のために努力して

まいりたいと思っております。皆様方から一定の評価をいただいたことに

対して心から感謝を申し上げ、また、引き続き安城市政に対するご理解、

ご協力をいただきますようお願い申し上げまして、お礼のごあいさつとさ

せていただきたいと思います。ありがとうございました。 

 

事務局   では、これで安城市特別職報酬等審議会を閉会します。３回にわたり、 

慎重なご審議をいただきありがとうございました。事務連絡ですが、答申



につきましては、今後、報道発表させていただきます。また、委員の皆様

には、後日、第３回の審議会議事要旨、審議会委員を解職する辞令をお送

りしますので、よろしくお願いいたします。 


